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9．研究実績の概要 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600字～800字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 

 大規模災害においては，通信インフラが使用できなくなることが多々あり，情報伝達の遅れが問題とな

っている．そこで，通信インフラが使用できない被災地においても，情報の収集・送信を行え

る災害時情報通信システムを実現するため，検討を行ってきた．通信インフラを使用せずに

メッセージの伝達を行う技術として，携帯端末同士がすれ違う際にメッセージを交換する

Delay Tolerant Network(ＤＴＮ )が存在しているが，既存の手法は，端末の移動経路が一定

であったり，既知であることを想定している手法が多く災害時に使用できない．また，メッ

セージの到達可能性や到達遅延を考えた場合，Epidemic ルーティングと呼ばれる，すれ違っ

た全ての端末とメッセージを交換し合う手法が効果的であるが，電力の消耗が激しく災害時

には向かない． 

 

そこで，メッセージの到達可能性および電力効率を考慮した災害時に利用可能なＤＴＮ手法を考案した．

本手法では，各端末で移動履歴・遭遇履歴という情報を記録し交換することで，中継した場合の到達遅延

時間が予測可能な経路表を作成する．そして，通信可能なエリアまたは他の端末にメッセージがより早く

到達できるかを判断しメッセージを中継することで，通信インフラが利用不可能なエリアから利用可能な

エリア，利用可能なエリアから利用不可能なエリア，という双方向の情報伝達を可能にする． 

 

シミュレーション評価により本手法とEpidemic ルーティングを比較した結果，Epidemic ルーティングと

同程度の到達率を達成しながら，メッセージの交換数を大幅に削減できることが確認できた．メッセージ

交換数の削減により消費電力を削減できると考えられる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

10．キーワード 
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11．現在までの達成度 
 下欄には、交付申請書に記載した「研究の目的」の達成度について、以下の区分により自己点検による評価を行い、 
その理由を簡潔に記述すること。また、国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 

＜区分＞①当初の計画以上に進展している。 ②おおむね順調に進展している。 ③やや遅れている。 ④遅れている。 
（区分）②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
 本年は，文献や必要な情報の調査，システム・ルーティング手法の考案，シミュレーションによる評価実験を行

った．これは本年度の研究実施計画として計画した通りであるため順調に進展していると言える． 
 

 
12．今後の研究の推進方策 
 本研究課題の今後の推進方策について簡潔に記述すること。研究計画の変更あるいは研究を遂行する上での問題点 
があれば、その対応策なども記述すること。また、国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載し 
ないこと。 
 シミュレーション実験により提案手法の有効性を確認できたため，今後はスマートフォンやタブレットに提案手

法を実装し，実環境で評価実験を行うことで，提案手法の有用性や問題について調査する予定である． 
 
 
 
 

 
13．研究発表（平成２４年度の研究成果） 
 
※ 「13．研究発表」欄及び「14．研究成果による産業財産権の出願・取得状況」欄において記入欄が不足する 
   場合には、適宜記入欄を挿入し、それによりページ数が増加した場合は、左端を糊付けすること。 
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